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煙霧とは 

2024 年 5 月 7 日～8 日にかけて、沖縄島で煙霧

が観測され、ニュースになりました。気象庁によ

ると、煙霧とは『乾いた微粒子により視程
し て い

が 10km

未満となっている状態』 1)を指します。  

沖縄島で煙霧が観測された期間及びその前後で、

大気汚染物質の濃度がどのように変化したかを図

1 に示します（測定局の位置は図 2 参照）。煙霧が

観測された時間帯やその後に大気汚染物質である

微小粒子状物質（PM2.5）の濃度が上昇していたこ

とがわかります。なお、PM2.5 濃度上昇が続いた 5

月 8 日の日平均値を計算すると名護局 29.3、沖縄

局 24.4、那覇局 25.4 µg/m3 であり、PM2.5 の環境基

準（日平均値 35 µg/m3）の超過はありませんでし

た。  

 

流跡線解析とは 

大気汚染の発生源を調べるために有効な手法の

一つが流跡線解析です。流跡線解析とは、大気の

移動経路を追跡する方法で、風速や気温などの気

象データを使って計算します。流跡線解析のツー

ルには、登録不要で誰でもインターネット上で利

用できるものもあり、国立環境研究所地球システ

ム領域地球環境研究センターの METEX  2)、国立極

地研究所の 粒
りゅう

跡
せき

線
せん

モデル・気象データ表示システ

ム 3)、米国海洋大気庁（NOAA）の HYSPLIT 4)など

があります。  

流跡線解析には、発生源から出発した空気
く う き

塊
かい

が

どこへ行くのかを調べる前方解析と、観測地点に

到達した空気塊がどこから来たのかを調べる後方

解析があります。大気環境の分野では、主に後方

流跡線解析が使われます。  

 

流跡線解析を用いた発生源推定 

流跡線解析を使うと、大気汚染物質がどこから

来たかを推定できます。今回は、オフライン版の

HYSPLIT とプログラミング言語 Python を使って後

方流跡線解析を行いました。図 3(A)は、2024 年 5

月 8 日 9 時に煙霧が観測された時の解析結果です。

この図から、大陸から空気塊が流れ込んできたこ

とがわかります。なお、予測の精度を確認するた

めに、初期の気象条件を少しずつ変えたアンサン

ブル解析を行ったところ、同じような結果が得ら

れており、この時の解析精度が高いことが期待さ

れます。  

比較のために、煙霧となる直前の 2024 年 5 月 7

日 0 時の解析結果を図 3(B)に示します。この図か

その大気の汚れはどこから？ 

～流
りゅう

跡
せ き

線
せ ん

解析
か い せ き

で煙霧
え ん む

の発生源を捉
と ら

える～ 

図 2．沖縄島内の PM2.5 測定局の位置 

図 1．2024 年 5 月の煙霧観測前後における PM2.5

の濃度変動（数値は速報値）。赤色塗り部分

は煙霧が観測された時間帯。黄色塗り部分

は煙霧の観測後も PM2.5 濃度が高かった時間

帯。 
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らは、煙霧が来る前は太平洋から空気塊が流れ込

んでいたことがわかります。これらの結果から、

煙霧が観測される前は太平洋上の清浄な空気が沖

縄島に流れ込んでいましたが、煙霧が観測された

時には大陸からの汚れた空気が沖縄島に流れ込み、

煙霧や大気汚染物質の濃度上昇を引き起こしたこ

とがわかります。  

別の事例として、2020 年 8 月に煙霧が観測され

た時の解析結果を図 3(C)に示します。この時は、

空気塊が太平洋から来ており、2020 年 6 月ごろか

ら火山活動が活発となっていた西之島
に し の し ま

（図 3(C)の

●）の噴火の影響を受けていました。この時の汚

染源は火山由来だと考えられます。 

今後も大気汚染の原因を調べるため、流跡線解

析を活用して調査研究を進めていきます。  

※煙霧については、過去の衛環研ニュース 5)で

も取り上げています。ご参照ください。  
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図 3．後方流跡線解析の結果。赤線が通常の流跡

線、灰色の線がアンサンブル解析の流跡線。

◆が解析開始地点（沖縄局）の位置を表す。

(A)2024 年 5 月の煙霧観測期間の解析結果。

（B）2024 年 5 月の煙霧観測前の解析結果。

(C)2020 年 8 月の煙霧観測期間の解析結果。

●が西之島の位置を表す。 


